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令和３年が終わります。今年もコロナ対策に明け暮れた１年となりましたが，本校は生徒・保護者の皆様，職員それ

ぞれの努力と協力によって感染を回避し，通常の学校活動を継続してくることができました。是非来年は，部活動や行

事の制約が無くなり，全校生徒で校歌が歌え，マスクを外した生徒の笑顔がはじける１年となることを願っております。 

今年１年，地域の皆様には本校の活動に対し様々な面でご支援ご協力を賜り，本当にありがとございました。新年が

希望に満ちた１年となりますことを心よりお祈り申し上げます。 

 

 

 

○２年次インターンシップ 

コロナウイルスの影響で延期されていた２年次生のインターン

シップが１１月２３日（火）～１１月２７日（土）の期間で実施

されました。地域の事業所にご協力いただき，様々な職種や業種

のもとで職場体験させていただきました。「学校外での学び」を通

して，普段の学校の授業では得られない発見や気づきがあったと

思います。生徒からは「緊張したけど進路を考える上でとても貴

重な経験になった」「働くことの大変さや楽しさが実感できた」等

の意見が寄せられました。今回のインターンシップを通して得た

経験を自信に変えて今後の進路選択に生かし，３年次０学期と言

われる２年次のこの時期から，「攻めの姿勢で」進路活動を積極的

に進めて欲しいと思います。 

 

○丸森町総合防災訓練 

１１月２８日（日）に行われた「令和３年度丸森町総合防災訓練」に，家庭

クラブ委員会の生徒 12 名が，本校体育館での避難所開設訓練にボランティア

として参加しました。家庭クラブ委員会では一昨年の東日本台風の被害を自ら

体験したことで，今度大きな災害が発生した時に高校生ができることは何かを

模索してきました。その中で，丸森町役場地域防災マネージャーさんよりアド

バイスを頂きながら避難所のレイアウトを考えました。また，事前に講習を受

けて「防災テント」や「段ボールベッド」を設置し，避難所の準備を整えるこ

とができました。委員長の３年次武田聖叶さんは「テント設営は、練習のとお

り失敗せずに行えた。今後も町民の方や役場の方と協力して非常時に備えた

い。」同じく3年次の酒井奈美さんは「高校生は地域の防災を考えるときに『動ける人材になれる』と実感できたので，

今後も課題を見つけて積極的に活動したい。」と話します。今後も地域防災の力となれるように，活動を継続していきま

す。 

 

みなさんこんにちは。私たちは伊具高校の家庭クラブ委員会です。一昨年の台風１９

号で大きな被害を経験した丸森町ですが，再び大きな災害から大切な命を守るために，

私たち高校生にできることは何かを考えています。先ずは「防災意識の向上」を目指し，

災害に備える「愛（合い）言葉」を考えてみました。愛言葉は 

『「い」移動は早めに 「ま」丸森町のみんなで 「こ」声がけしよう 「そ」備えよう』 

です。 

災害はいつ起きるか分かりません。この「愛言葉」を町全体で共有しながら，災害へ

の備えを見直しましょう。今後も，定期的に「備えの見直し」をお伝えしていきますの

で，よろしくお願いします。 

１１月下旬から１２月中旬までの取り組みのご紹介です。 

～ みんな頑張った令和３年から，希望に満ちた令和４年へ ～ 

家庭クラブﾞよりお知らせ 

 



○３年次フォローアップセミナー 

１２月に入り，卒業後の新生活にむけて準備を始める３年次生も出てきました。進路指

導部では４回のフォローアップセミナーを予定しており，早速，１２月１日（水）に，「金

融経済教育セミナー」を実施しました。令和４年度から成年年齢が引き下げになることも

踏まえて，ＳＭＢＣコンシューマーファイナンスの佐藤様からお話をいただきました。「１

８歳で成人となり，様々な契約ができるようになる反面，トラブルに巻き込まれる危険が

ある。」ということを学ぶことができました。また，１２月１５日（水）には「スーツ着こ

なしセミナー」を実施しました。今年度も株式会社コナカ相馬店の荒木様にお越しいただき，４名の生徒が実際にスー

ツを着用しました。はにかみながら袖を通していましたが，スーツを着た姿はとても凜々しく見えました。 

 

○１年次保健講話, 

１２月１日（水），講師に性暴力被害女性支援チーム「mia forza」DV・デートDV

ファシリテーター門間尚子氏をお迎えし，１年次生対象の保健講話を実施しました。

暴力は身体的なものだけでなく，言葉の暴力，精神的な暴力もあるということ，人間

はひとりで生きていくことはできないため，異性のみならず，人と人とがお互いに尊

重し合って良好な人間関係を築いていかねばならないことなど，実際の支援者からの

お話に，会議室に椅子を並べた１年生は大変熱心に耳を傾けていました。２組の渡邊

拓実君は「ＤＶ被害を受けた人の体験を聞いて，実際の状況を想像したら胸が痛くな

りました。今こうしている間にもこういうことが世界で起きているんだと思うと悲しいと思いました。」と感想を寄せて

くれました。「暴力は絶対にしてはいけない。」「一人で悩まずに，誰かに相談しようと思った。」「自分の言葉に責任を持

つことが大切だと思った。」「命は大切」など，生徒それぞれが大きな気づきを得た貴重な時間となりました。 

 

○芸術鑑賞会 

 １２月９日（木），本校第２体育館を会場に芸術鑑賞会が

行われました。今年度は，陸上自衛隊東北方面音楽隊の皆

様をお迎えし，演奏をご披露いただきました。「アヴェ・マ

リア」のようなクラッシク音楽から「鬼滅の刃メドレー」・

「ゲーム音楽メドレー」などの高校生に人気の音楽まで，

様々なジャンルの楽曲を演奏していただきました。 

また，伊具高吹奏楽部と合同での演奏も行われました。事前に１時間ほど音楽隊の方々の指導を受け，リハーサルを

行い，本番に臨みましたが，短い時間で合わせたとは思えないほどの素晴らしい演奏でした。演奏中はヒーターの音が

邪魔にならないよう暖房が消され，１２月の体育館らしい寒さの中での観賞になりましたが，生徒たちは瞬きする間も

惜しむように聴き入っていました。事後のアンケートには「かっこよかった。」「素晴らしかった。」「感動した。」「また

聴きたい。」などの感想が寄せられ，目の前で繰り広げられる大迫力の演奏に満たされたようでした。 

 

○伊具高の力プロジェクト 

本校機械系列が昨年から取り組む「伊具高の力プロジェ

クト」で，ものづくり地域貢献班が子ども向けに消毒スタ

ンドを製作し，町内のたんぽぽこども園，ひまわりこども

園，大内保育所，大張児童館の４施設に寄贈しました。地

元企業の協力を得ながら，設計から製作まで行いました。

子どもの立場にたって，使いやすいサイズに設計し，安全

に使用できるよう工夫を施しました。寄贈式で，仙台放送

の取材に生徒が「小さい子どもたちの笑顔が見られてうれしかった。」   １月の予定 

「地域の方々が困ったことがあったらそれに貢献できるものをつくって    ～１０日（月）：冬季休業 

いきたい。」と答えている姿に，３年次生の成長を実感することができ    ２０日（木）：学習発表会 

ました。来年度は今の２年次生が何をつくるのか，今から楽しみです。    ２９日（土）：ドローン検定（3級） 

                                      

 

 

 

 

 

※この学校通信は本校ホームページにも掲載されています。本校HP：https://igu.myswan.ed.jp/ 

＊＊＊＊＊＊＊＊ 来年の漢字 ＊＊＊＊＊＊＊＊  

今年の漢字は「金」でした。東京オリンピック・パラリンピックの開催や大谷翔平選手の活躍から候補に挙げ

る人が多かったようですが，これらは，コロナで閉ざされた世界全体に勇気や活力を与えてくれた，本当に金メ

ダルな出来事だったと思います。来年は，「集」う，「賑」わう，「宴」会，あたりになったら嬉しいですね。 

https://igu.myswan.ed.jp/

